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Imilg"の積み亜ねとか，詩の対象，事件,situationの辿結とかによる詩の
織成方法がdlronologicalsequcn"にもとづかないことがT.SEliotの有機
的な詩集恥叫'･9""cf8の飯嬰な一特徴である。その代り’一つの詩の対象
である場面を互いに対立する思汚や，意味的に異なり，表面的に述関のない言
葉と瀞葉とが，互いに密接な関係をもちつつ，誰の織造に大きな影響を及ぼし
ている。それのみならず，否定するmllten"と肯定する"ntenmとから形成
することによって，喪た同-imagesの詩の各所における反覆や室1冊的にも時
1冊の系列からも机へだたっていぉさ主ざ吏な澱的・覗弛的映像の合一によりつ
くられる意球の形成ということと，時1冊的持銃の面から見た現実の歴史的な把
握と認識ということが，この詩鮒の方法として行われている。このような現実
のとらえ方は人IⅢ存在に対する宗教的な見解から生奴るものだが，主た一面そ
れは現実を一瞬llll超光学的な眼底にとらえる空1m的理解の方法を，その可能性
の最大限に主で試みた究極に現れる認識手段が，すなわち雁皮的時1冊による捕
捉ということになるのであろう。しかしながら注意を要するのは，時1m的認識
と宝I川的理解とは，おのおの蝿独では祁対的である。両者の方法によって眞理
に到遼することが可能となるのは，それらの根底に，その韮礎どなる知的直観
が大きな作月jをなし，それによって尋ぴか飢ているから両者とも正しい方向を
とることが出来るのである。現実の肚会的環境に対してわれわれの個人的意識
が懸史における時Ⅲ}を正確に捉えるためにはリズムの使川は有益なのである。
そ匁故恥"rQu(z'･fc伽においては雷楽的に対蝋的な効果をあげるシンメトリカ
ルな旋律のはなやかな動きと性質が今主でにない重要な役割を演歩ろ。エリオ
ットの瀞葉をまつ主でもなく，変現に達する前に詩はリズムとして予感さ弧ろ
ということは，詩における荒をしい腺姑的な仙締が最淡喚に美的なIIA華を途げ
るためにはリズムは必須であり，したがってそれは詩の杵週的な読一原理であ
るということを意味する。それとともにリズムは時ⅢIの風の性質をわれわれに
理解させる唯一の手段である。巾れわｵL人IIIIの生の僻紺や突発的な，ならされ
ていない感椅や感弛的仁，わｵtわ虹の官能にうったえる滞楽がわ奴われの全存
在をゆすぶり，その内部に満ち，その運動を支配するのは，その中に含藍れる
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リズムの作川があずかって力があると考えら郡ろ。したがってこの詩における
方法としての詩的な映像や刺I鯆的な象徴の反覆とリズムに対する意識と心理の
内部における時IIHと非時I川との関係のもつ軍要性は無関係ではない。簸近新た
に血cOoc〃α泓盃(Z|7･〃等一辿の詩劇において宗教的価値と意味の重要性をmt
会的に，広く伝達することに関心を向け始めたエリオットの恥"Qu""8
における間的は，ある限りの概為な思考の方法とinmge形成の溜瀕と質的変
化により唯一の実在-thelrutllwhichiuterl'retsfbrlIsthereligiousexpaien"
ofourwholeli化の周辺に辿叢らんとすることである。このような形而上学
的，刺I学的主題によってこの全詩がきづか虹ていることが堂す節一に知られな
ければならない。わ郡刊うれの文学的常識と基礎的激養から見て芸術作品として
の必狐条件である美的価値と州紺的訓和が発見さ肌救いではないかという観察
はここから生するのである。が，しかし博学なエリオットが東洋から学んだイ
ンドの典籍UWnishad馬やVmaの1It界が，キリスト教的，西欧的色彩にぬり
かえられて現奴ろ。それ故との凡"'･9"'･鰄駿のもつ股も亜要で，一見難解
な性格は，こ奴は詩であって，しかも詩ではないということであると思われ
ろ。この矛盾が全篇を色どっている。もし詩が深い意味をおわされた言葉や表
現のありとあらゆる組合せと辿紬や，蓑た分離と圧縮零により出来うるかぎり
弧烈な意味を効果的に表現するとと淀使命とするとすｵ'しば，それ故，一歩越え
るともう言葉では表現できないのに，なお意味をもち続けているというような
意繊の境界地帯の問題に入ってくる。このことは詩の扱う領域から遊離し，そ
ぐわない感じを与えることは明らかであろう。このような恥吻･Q"(M'wtsに
おいて川いたエリオブトの識の方法は，言葉が果す意味の限界作踊を極度に嫌
った結果，生飢た方法である。祉会的伝達の道具である言蕊がもつ不純と緩昧
性を筒葉から追放しようとす為意図は，エリオットのリゴリズムからすれば，
必然的で，避けがたいものと藷えられる。しかし,エリオットがFb"･9江α9･6el8
において英詩の伝統を葱んじながら，伝統を破壊しようとする矛盾のよって来
たる所はもっと深い所にある。宗教を詩における価仙韮叩として識の中に導入
した結果が詩モのものを否定し，詩としての美的純粋性と客観性を失わしめる
ことになったとすれば，問題となるのは詩人の才能自体よりも，宗教と結びつ
かなければ詩とつながりをもち，詩逓考え創るとと詫川来なくなさしめた現実
的;伏況の切迫と圧力であろう。不安と混乱の切迫した現代の危機から詩人が逃
避することを拒否するとす弧ぱ，詩人のとる方向が必然的に局限さ弧ろかどう
かは今後に残さ恥た問題であるが，現代詩人が何時かは行かなけ肌ぱならない
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未知の領域の開拓を，－たと灸.，実験的で必ずしも完全とはいいがたいにし
ろ，－卒先したことはそ奴IfI体が，その作品の出来不出来はともあれ，エリ
オットの現代詩に対する一つの蛍讃すべき偉大な寄与だといわねばならぬで
あろう。いう主でもないことであるが，カトリック教会の信者としての信仰が
この宗教詩の性格をあらゆる面において決定する要素となっている。宗教的
sym“kやimagEsの表川は勿論であり，感覚的なlyricにせよ，腹想を述べ
る散文的な表現にせよDS4xm”調の会話文にせよ，すぺてがそう-Gある。と
の作の難解について一言す飢ぱ，この作jAは鑑賞の対象と見なされる以上の性
闘をそなえている。この作に接するにはBibhに向う時のように統者の側にお
ける心的態度の質的革命が要求さぃているが，しかし，感じないものを感じ，
ないものを想像することを強いるのではなく，各読者佃人の問朋の現実に対す
る減爽と忍耐扱い努力が生む判断を期待するのみであり,i緋の中のimageを
自己の継験の中に生きる現実として認淑しうるまでに，内的世界一認識の暦
の拡大と明確化に自己が憧れることであ港。対立する矛盾の統一を妓高の主題
としたエリオットが行った思索にうかがえる未熟と未完成は，現代人の生存の
糊における行爲の矛盾を投影したものであり，特徴的なのは，灘人の潔癖さで
ある。その場合,D.H.L&Rwrcn"が主観的であるのと逮っこ意味で彼も主観
的といえよう。ローレンスの主題は生であり，エリオプトの主題が死でありな
がら，両村は逮った道程をとって同一･のにI標を目指したように。－
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凡"'･9"'･ic歯の四つの詩の題名は憐地名から取って来たものだ。簸初の
"$BurntNorton'はEngla11dのglOucestershireのmimorの地名であり，そ
の近くにEIiotは住んだことがあった。他の三つの詩の題名はFliotにより近
い親しい関係のある地名である。‘】里l5tCOker'とはエリオットの先級が17世紀
の中馴,NCwEIglandに移民する前に住んでいた"mer"tshi唾の地名であ
る。‘1,I1el)ry"Ivagegとは北米MassacimZtts州のCal)eAImの沖あいの一
群の器の名称であり，それはエリオットが少年時代深い印象を受けた海岸の景
観の一部を示すものである。CLittlcGidding'とはHuntil'gdo1脇hircのある村
の名称で，そこにNicholasFcmlrとその家族が俗世を離れて僧仰の生析に入
り，脚に婦依する目的で建識した剛敬汲団体の寺院がある。
C0llumtNotton''
－
40BumtNorton''の初めの数行は過去におこったことや，現在おこりつつあ
る蕊柄は過ぎ去ったものであり，未来とは関係がなく消域したものであるとい
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う楽観的な時の見方とは虞向うから対立する古典的な時の見解を表明してい
る。すなわち過去はすぎさったもの，死んだものではなく，未来におとること
は，何よりも確かなことであり，過去に含ま肌ているのである。過去のことは
死んだものではなく，未来のことは架室の空想的なことでない故に過去も未来
も現在の時柵に隣し，含主れているのである。Alltimeisul)r"eemableとい
う意味はこのことを指すに外ならない。過去を見るとは，未来を見ること-G"
り，未来を見るためには現在を見なければならない。
Whatmightlnavebeen:nnfiwh:lthaslleen
1'ointtooncendjwhicllisalwaySprescnl･
このIXl塞壇eの意味する所は，「あったかもしれない」という可能性は，躯
なる可能性に止謹ろものではなく，虞にあったものと同様の態度で現在におけ
るわれわれの責任を問いただし，その目標を指し示すのである。ヒヒにおいて
は時は過去から現在・未来へと長くのびる迦銃として見られているのではな
く，過去でもあり，現在でもあり,未来でもあるという一点として弁証法的に
とらえられている。次のootfllbのimilgeは言葉が坪に聞える程はっきりし
たものでありながら，われわれは見知らぬものであり意味の判然としない何物
かがあることを暗示する。08ll'mmtNorml,”の侃砺tlnoVementの背最は暖かな
日光の輝く秋の薔徴園である。
Quick,saidthebird,1indthem,lindlhem,
つぐみがわれわ奴を招待するここは平和と織寂にみちている。すなわちour
6rstworldと呼ばれる幸細を象徴する。蕎蔽は美の象徴であるとともに，若く
美しい少女を意味するものでもあり，その底には生の誕生えつながる性の意味
も含謹匁ている。新たに水の満たされた池も，そこに起き上る蓮も同機に生命
力のexulmmn"と魂の平和とをSymbolizeする。
第二InoVeInentの主題はthestilll)oilltであろう。ことにエリオットの雄
弁と論証への意志が現如ろとともに，リズムの尚澗とtoneの激しさがうかが
わ弧ろ。ここでエリオットの絶対時1IMへの－永遠への執鋤な探求と模索が，
言葉の表現しうる意味限界をこえるギリギリの立場で行わ奴ろ。111ercl""
fromactionalldsufferiI1g,releaseftomtheinncr/AndtheoutercompK1鰄OnD
yetsIrmundedByagraceorsense,aWhitclightstillalldmoving,6f”】er"の
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次の小休止は次の二行の強い銀調を含めた言明を準術するものであり，ここで
tOlleが一時抑えられることにより，より高い喬楽的効果が就く行において打
ち出されることになる。
awllilcliglltslillandmoving
これはエリオグトの鐙む刺Iの栄光の超自然的visionであろう。Yetdleen-
chainmentOflnstalldil,tum以下llu行は伝統による個人の統制の期待による
請紳の深化と鮫舞が肉体の脆弱さの支えとなり,illusiollと絶望とから救うと
いうことを意味するものと恩わ奴る。次のTilne)astandtimefI4tu礎によっ
てmlleは瓢ll)erlliltliralでsublimeな段階からrealな鼠ubstal'tialな段階に移
る。弗二mOVelllCntの絡聯には峨初のimageが甦えって来るが，ここでば腓
の外の永速を知り，永遠と合一する瞬llllも結局，時|冊の枠の中で存在が可能な
ことをいう。OnlythroughtimetimeisConquerc｡、
第三movemcntは後の二つのQn;irtets四重奏のこの部分におけると伺機に，
現代世界になぞらえられたロンドンの地下鉄の内部が背景として浮び_上る。現
代耐:会に生きる人だの何らの目的をも持たない，瞬間の気晴しや一時の快楽に
その日その日を途ろ生活をロンドンの地下鉄内の薄闇の世界に象徴したもので
あろう。明るい日射しの中の世界は刺1の光明のゆきわたった世界を意味し，購
黒は魂の安らぎと体.ﾛ､を与え,"1'への結びつきを可能にする媒介体であるのに
対して,twiUghtは忠考の中断しこ，感覚の獅揮した．時IHIの流れのなす主主
にさせる室股な存在の混だくした意識淀象徴する。
])istraclcdrromdistrnclinnlOvdislracti(m
という青葉のP1ayl|*,このCOnt@Xtの中に魁いて，現代人の意識の柵遜を
側面から拙捉するのに成功する。押出するTimebemmandtimeafterという
imageは脚stKmdI)resclltという意味であると同時に瞬間を追う迩織の然りと
困惑淀示すためのものではないか。第三nlOVeInentの後半はキリスト教的平
和とstillne"の世界への一つの遡が暗黙への降下一五感の遮断・慾望の排除
として示される。地_上を否定した，糟而IIの望む刺'の天国の発見のためには人Ⅲl
の生が符遡であるという生の意識が棄てら虹て－日だの活餓の雑礎である知
覚能力の根源さえも切断されなければならない。聖書にもあるように，わｵ1'わ
れの眼がわれわれをつ喪づかせるなら，両眼にてケヘナに入るより〃．眼にて天
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国に行くのがよいのである。人ⅢIの意義ある行動が枇会的行爲としての枠から
出ることが出来ないものであるとすｵLぱ，わ奴わｵtにとって必嬰なのは一人
Ⅲlとして要諦されるのは－佃人的な内面的魂の洗惚たる至細状態ではなく，
むしろそれを機牲にした，主体的意志の上に立つ減戯力による外界における統
一ある行動であり，落潜いた客観的に承認さ奴うろ秩序づけら郡た安当性であ
る。逆説的にいえば，われわれが人llilとしての主体性を持つかぎり，内面的感
慨の動棉・混乱を抑圧し，抹殺し，識牲にして外界の秩序を保つのに寄与しな
ければならないのである。そ奴が人IIIIの苦悩である。エリオゾトが孤独の暗黒
1化界への下降という場合も，それは決して社会的世界を自己の生亦の場として
は放乘して，自己の内部にのみ住み，そこにIDriva蛇な快楽と夢想の無我の
瞬1mを楽しむ狂人の意識状態に似たようなものを指すのではなく，それはあく
寵で沸臘する感備のるつぼとして，不安と無燥以外の何ものでもない勤描し，
逆上し，混乱する人ⅢI的なもろもろの慾望を耐え忍ぶことを意味し,II3黒とは
感慨の噌熱に外ならない。一言にしていえば絶望である。それは1nomcntof
illumilnadonではなく，圃己の意志と剛性を押し流さんとする圧倒的な感構の
激流に絶対的な意識でもってそれにさおさして，自己の自由を碓立せんとする
努力のそれである。
OnlyIWthefIJrm,the"ttern,
Canwordsormusicr“CIB
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M(wespcrpetuallyinilsstillness･
人IⅢの生を含めた宇宙におけるすべての現象界の特質は絶えざる通勤の様相
であろう。生存界の実祁が生成･迩勁･振動であるが故に常に股無の底知れぬ深
みにかかっており，死滅の蓮命をその背後に感じている。このように現象界の
法則のもと変転常なき生を時llllの支配から解放し，永遠の規範に合一せしめる
手段はそれに形--Ixltlerllを与え形象化するととの外はない。遜動の欣態を
脱して始めて時IMの外に生きうるのである。との00BllmtNortoll''の背最が
"ventccllthcenturyの、乱'1orという特定の場所でなく，一般的なconvclltiolMLIな
場所であり,glrdenの一例に過ぎず，毛の目的は各個人の意繊の内部(private
world)を呈示することにあると一批制嫁はいうが(HelellGardllcr)とういう
ふうに受けとっても1m違いではないだろう。そ奴が刺'に対する減実な自己告白
であり，信仰の耽会的伝遜であり，思潴の商次における永遠の実在の把握であ
I3z T.S.盈如の函uj･Qudmrlel8について
ろと同時に，寳禰表現における新たな可能性を普楽性のリズムとストラクチ
ヤの使用によって探求することであるとしても，いす郡もエリオットの意図に
かなっていないとはいえないのである。それ故詩人のsthl"melltSの重要さや
siglilimI唾は対立的矛盾やsIEechのリズムのCOnは弧Stや脚"icmnnのvariety
によって伝達される。
;dFZugtCoker''
6r"movemelltの阿頭のlilleは間emclitll鮒のG4thcl)eginllingilndtheelld
&lrccomnon"主たはMaryStuartのchznirof"utfgのmottoddInmyendis
mybegiming"からinfll'enccされたものであると考えられている。との言葉
はnrstmovementの中に二度繰り返えさ飢て後に続く"ragm"の台辞の役
目を果しているが，その台辞から本文への発展の仕方，両者の関係は必ずしも
明瞭ではない。I11myl"ginningismyendはその影響されたと恩わ触る出典
のいす弧よりも意味が弧烈で，内容の点から州通する所が少いといえる。この
瀞葉は少くとも二つの意味一一歴史的と宗敬的との－た含んでいると考えら
れる。宗教的には税の始めには－私の挺生にはすでに私の経り一死が暗示
され予告されている。土から生奴たものは土に儲らなければならないという意
味でdeterminigmの色彩が濃いが，聾た同時に，肉体の死域は魂の永遠の復活
を可能にするというキリスト教的見解が二飯否定的に含きれている。firstpara-
graphは歴史の生成･発展･衰退･死滅の胆I蛎的思想を示したものと解しても，
それはニーチェの永劫回婦論の如き哲学的思索の結果の理論体系ではなく，素
直な事実の感覚，宗教的な自然に対する敬虚な信頼と崇拝から生奴た何ものか
である。歴史の観念に貫ぬかれた感動的なimageの後現れる夏の虞夜中，野
原に比nhreなかこび結合を醜してdm'ceする男女の影は，刺Iに覗緬された
辮姻のカトリック的観念を示す。
ddTheDrySalvages''
NcwEnglimdcoast,CaI)cAnllの押しあいの一群の岩の名であるiqTheDry
Snlvages''は詩人の少年時代の記憶の寵大な一角を形成するが，ことに展開さ
れる壯大で力強いリズムとimageの混和した交響楽は宇宙的次元に拡大する歴
史の中に非実在化するわ恥われの存在に，昔ながらの原始人の魂を呼び戻し，
われわれの遠い意繊の内奥に歴史を超えた紳と接触する永遠の存在を可能にす
る。褐色の刺Iなる河のimageは詩人の故郷に流れていた偉大な河MississiI)1)i
に対応するが，文明の使用に卑俗化し，柔弱化した河も常に毛の季節と怒りを
保秤し，時至る時は原始の映像を現川し人左に刺Iの怒りを示し，信仰の行貧を
2V.S･卿奴のFp"･9'8djq･"8について Ⅱ麺
辿る。瞬間瞬mlの現在の人|川の生の経験を行きて婦らね過去のものとする時の
力に比較される河の流れは赤から冬へとすぎる季節の流匁と同様に誕生から死
への人間の生の流れに淑似を見川すものとすることも出来よう。過去のdst-
rOyerであり，原飴の肥millderである生なる河は，主たわれわれの内部にも
流れると詩人はいう。詩人に必要な歴史的意識とは互いに異なる室間と時間内
にあって過ぎ行くものを間定した同一の平面においてとらえ，瞬間における固
定した生の現実相を過ぎ去るもの－-肌一次元のものをそ弧ぞれに質を異にす
る多次元に属する流動的･一時的なものとしてとらえることを必要条件とする。
したがって時をへだてた一年の四季も瞬1m，同一平面上の出来事として意識さ
れ，一望の下にとらえられるのである。このような矛盾の統一は耐Iの暗黒につ
ながる個人の意識内において飴めて可能なのである。Saintならいざ知らす，
信仰から遠ざかりつつある現代人が御の栄光と信仰の必然を見うるためには
aCcel)tan"⑥fignomnccを土台にしなければならないのである。
IhavesaidbefbretllattheInStexl)eTicncerevivedinthemeanmgiSnotthe
exPerienceofoneliRsonly/ButofmKmygenerationsとはddEastCoker"の
第五movementの後半にある次の1皿鵠age馬を指すものであろう。
Andn《】ttheliretime《》『⑪ncman()nlyノ
IBut(Dfo1dstoneS&ti1alcann()11)edecip1lered.
すなわち，ここでは個人の生死が他のすべての人間の生死との連帯において
捉えられ，個人の過去を現在に¥l#現して，その意味に接近することは他の人間
の過去の経験の意味をも理解することであり，逆に蚕たWt会の活動のうち自己
の役割を行うことにより始めて自己の個人的経験の虞の意味を他との結合関係
において知ることが出来る｡somcthingthatisquitcinc"bleとは死そのもの
の観念ではないか。死に対する人I川の拭いがたき恐怖こそ人間の蓮命に常まつ
わりつくtheWimitivetcrrorであろう。死はわ恥われが生の虞ただ中にいると
思っている時でもふいにすすり泣きを飴めるものであり，死への存在が人間の
本質的規定であると詩人はいう。
OnahalCyOndayitiSmerClyamOllllment,
Innavigablew"theritis&llwaysKIseamark
Tolilyalcoursel)y:butinthe"mbreseilson
【34 皿＆疎如のFouj･Q皿arfef8について
Ordlesuddenfiry,isWhatitaIwaysvas.
総かな日には川はただ遺跡であり
航行できる天候には常に航路に横たわる目標である
しかし苅暗い季節か突然の怒りには
それは常にその本来の姿になるのだ。
このmoveunfntの始めに現乳た不気力さを含んだ否定的懐疑的mneは一切
払拭され，内部的思考の，どちらかというと冗長で散文的説明が消滅して，明
らかなimageによって実在の極限概念をわれわ虹の前に突きつけて，われわ
奴におけるその有無を問いただすのである。
鹸後のilLittleGidding''の中で,Tcr"Rim孔により堂燕と詩人が述べ立て
た那柄の韮礎を形成するエリオットの詩的思考の中核は何であろうか。他の詩
のこのsectionにおけるAndrew烏的形而_I二学のrefiectionはここには現飢な
い。それは中世ダンテが見た世界のvisionを，現象の姿を，現代的状況にお
いて郷現することであった。現代枇界をInfmnoとPuUgamrioとしてとらえ
Dimtcの鋭角から人1冊たちをのぞむことがこの場のエリオットの詩的思考の
I)llttcmであると考えられる。I-現在は過去によって零ぴかれると同時に過去は
現在によって変えることが出来る｡」という雁史的意識は伝統論以来Eliotの
一賀した主狼であった｡Eliotは岐初から個性の脱却･自己滅却をとく根本から
の古典的伝統主義者としてわれわ恥の前に現肌た。その極端な龍でに見える自
己の外に雛＃Lて立つ外的椎威への屈従の扱訓は，人間の内的独創性に妓測の価
値を吐き，そ鯉を，すべてを判断し，断定する至上の基準として疑わず，人1冊
性を可能性に満ちあふれる泉とする近代文芸糒紳に親しいわれわれには保守的
に見える程目新らしい思想と映った。しかし，実はエリオットの間指した理想
が決して中世への復嬬ではなく，近代梢紳の正しい発展のあり方を結果として
追求し，詩においては解体した人Ⅲ}性の分裂を回復することをその目的として
いたことをわれわれが知る時，われわれは彼こそ虞の個性主義群であることを
砿かめ得たのである。このようにして伝統の確立をとき，そして実はその反対
側で個性的才能の眞の価仙と仰大さを認猫，それに虞に正しい位肚と意義を与
えようとした彼は，いう義でもなく，われわ弧の地_この死とともに佃人の創造
糟刺lも文化も滅びざるを得ない那実にIj醒めたのである。
